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１．はじめに

鋼部材の溶接継手の要求品質に対しては，疲労強度への影響が支配的要因となる．しかしながら，溶接継

手に内在する欠陥と疲労強度の関係については，必ずしも明らかとなっていない．また，近年の非破壊検査

のＪＩＳ規格では，合否の判定基準は構造物種類ごとに規定することになっており，鋼道路橋の要求性能に

合った欠陥の受入れ限界寸法の策定が求められている．

これらの状況を踏まえ，本研究では，欠陥の種類や位置寸法の違いが疲労強度に及ぼす影響を明らかにす

ることを目的として，各種の溶接内部欠陥を挿入した試験体に対する疲労試験を行っている. 本論文は，1)

主に参考文献1)に引続き追加試験を行った結果について考察し，まとめたものを報告するものである．

２．疲労試験の概要

図-1に板厚50mmの試験体の形状寸法を示し，表-1に溶接内部欠陥の種類と挿入位置を示す．試験体板厚は

25mmと50mm(材質SM570)とした．なお，板厚25mm,50mm,75mm(材質SM490A)の試験については，文献2),3)に発

表済みであるので，参照されたい．試験体の溶接継手には，鋼桁および鋼製橋脚の現場突合せ溶接を想定し，

Ｘ形開先のＣＯ ガスシールドアーク溶接による多２

層盛り溶接とした．応力比(R)はほぼ0とした．疲

労亀裂の発生･進展の状況を調べるため，一部の試

験体に対しては最大応力を一定としたまま所定の繰

返し回数毎に応力範囲を半減させるビーチマーク試

験を行った．載荷波形は正弦波で与え，繰返しの周

波数は10Hzとした．

３．疲労試験結果

図-2と図-3にそれぞれ，BH，LF試験体のS-N線図

を示す．図中の記号の添え数字は放射線透過試験に

て測定した溶接線方向の欠陥指示長さを示してお

り，図中の一点鎖線は，ＪＳＳＣ疲労強度分類 に4)

おけるＤ等級を示している．また，記号▲と◆は，

Ｘ形開先の試験体の結果を指し，その他の記号はＶ

形開先の試験体の結果を示す．写真-1にBH試験体の 図-1 試験体形状 (50mm試験体)

破断面写真を示し，写真-2にLF試験体の破断面写真

を示す． 表-1 溶接内部欠陥の種類と挿入位置

図-2よりＸ開先のBH試験体の疲労強度はそのほと

んどがＤ等級以上であり，Ｖ開先の結果とほぼ同じ

疲労強度であることが分かる．図-2と図-3を比較す

ると，LFよりBHの方が疲労強度が高い傾向にあるこ
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とが分かる．また，欠陥の種類に関わらず板厚が厚い

継手(板厚50mm)になると薄い継手(板厚25mm)と比べて

疲労強度が低くなる傾向があることがＸ開先の試験体

の結果からも分かる．

写真-1と写真-2の破断面は欠陥を起点とする亀裂が

発生して破断に至ったことを示している．

４．今後の課題と研究予定

試験体に挿入する欠陥種類としては，本論文以外に

割れ(CR)およびスラグ巻き込み(SI)の試験体を製作

し，疲労試験を実施した(結果については現在とりま

とめ中である)．

許容きず寸法の策定に関しては，疲労試験だけでは

ケース数に限りがあるため，試験体の板厚，欠陥の

位置，寸法形状，作用応力振幅などの影響を調査する

ことを目的の一つとした亀裂進展解析について検討を 図-2 疲労試験結果(BH試験体S-N図)

進める予定である．

最後にこの研究は６者(国土交通省土木研究所,東京

工業大学,日本道路公団,(社)日本橋梁建設協会,(社)

鋼材倶楽部,(社)非破壊検査振興協会(平成11年度よ

り))の共同研究の一環として実施されたことを記す．
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写真-1 破断面(BH試験体) 写真-2 破断面(LF試験体)
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